三遠南信地域連携研究センター紀要　投稿規定・要領・フォーム

Ⅰ.投稿規定
1. 紀要について
　三遠南信地域連携研究センター紀要は、三遠南信地域連携研究センターの機関誌で、年間1 回刊行され、主として「越境地域」に関する理論的・実証的な学術論文のほか、共同研究の報告論文、研究会記録などを掲載する。

(1) 投稿の原則
　本誌に掲載する原稿は、「越境地域」に関する理論的・実証的研究成果をまとめたものとし、未発表のものを原則とする。
(2) 著作権
　すべての著作権は、三遠南信地域連携研究センターに属する。また、本誌に掲載した原稿はWEBで公開し、国立情報学研究所等へ登録する。
(3) 原稿の種類
　原稿の種類は、投稿によるもの（共同研究成果等、以下、投稿原稿）と、編集委員会の依頼によるもの（以下、依頼原稿）とする。また本文の使用言語は、日本語もしくは英語とする。

2. 原稿の採否
　原稿は、編集委員会が、投稿の原則にもとづき、内容確認・修正要請および採否の決定を行う。
3. 原稿の長さ
　投稿原稿は、10 ページ以内（24 字×44 行×2 段＝2112字／ページ、ただし1ページ目は1056 字）、依頼原稿は、6 ページ以内（24 字×44 行×2 段＝2112字／ページ、ただし1ページ目は1056 字）とし、原稿の長さには、標題・著者名・和文要旨、キーワード、注、文献、図表も含むものとする。

4. 投稿先
　原稿の投稿、および修正原稿の再投稿の際は、「投稿用アドレス」（sen-center@ml.aichi-u.ac.jp）へ、電子メール添付などにより送信すること。

5. 校正・校閲
　原稿に対して、著者は校正を行う責任を有している。ただし英語原稿の場合、執筆者がネイティブによる校閲を経たことを明記することとし、入稿後、編集委員会より英文校閲を求めることがある。著者校正は初校までとし、期限までに返却すること。
　再校は編集委員会が行い、内容に関わらない体裁・形式は、編集委員会が校正の権限を有する。

6. 紀要の配布
　紀要は、著者に5部配布する。原稿の返却、別刷の印刷は行わない。

Ⅱ.執筆要領
1. 原稿の形式
ワード原稿（B5 の用紙に24 字× 44 行×2 段）とする（英語原稿も日本語原稿の形式に準ずる）。
2. 文章表現

(1) 文章はとくに必要な場合を除き、常用漢字、新かなづかい、新送り仮名を用いる。副詞はなるべくひらがなで書く。動植物名等は、慣用的使用法による。

(2) 数字および欧文文字は、一字で単独に用いる場合以外は、半角数字・文字を用いる。

(3) 数字は、熟語など特別な場合を除き、アラビア数字を用いる。ただし、大きな数字は、「兆、億、万」などの漢字を使ってもよい。

(4) 年号は、原則として西暦を用い、必要に応じてその後に元号などを括弧に入れて併用することもできる (例、2014（平成26）年) 。

(5) 度量衡の単位は、原則として記号を用いる（例、km、kg、㎡）。

(6) 句読点は､｢マル<。>､点<、> ｣を用いる。
3. 構成（標題・本文・注記）
(1) 原稿には、和文・英文の標題（副題）と著者名（所属）およびそれらのローマ字表記と、要旨、キーワードをつける。

(2) 本文は、章および節以下に区切る。章にはアラビア数字1､2､3､… ､節には(1)､(2)､(3)…､項には､1)､2)､3)､さらに目を置く場合には､①､②､③､の番号をつける。なお、章名、節名はゴシック体表記とする。

(3) 注記・文献・図表
　注記は、本文の該当箇所の右肩に(1)(2)･･･と記し、原稿末に注をまとめて番号順に配列する。
文献は、日本語の文献を著者名の五十音順に、ついでアルファベットを使用する言語の文献をアルファベット順に配列する。中国語などアルファベットを用いない外国文献は、各語の慣例に従い、日本語文献の後に配置する。
　図表は、それぞれ通し番号とする(表1､表2､表3…､図1､図2､図3…)。また「図○○」の表記位置は図の下（中央）、「表○○」の表記位置は表の上（中央）とする。

1. 越境地域政策研究の視点
(1) 越境地域政策研究における情報基盤

1 対象地域概況
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図1 人口密度の分布
表１　生活圏の人口密度に関する集計
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